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道下保育園児からの

V 花束贈呈中国南寧市友好親善代表団

ょうこそ
魚津市ヘ

V清河市長敏迎のあいさつ〈市役所〉

カ
コ
ク
ゲ
ン

中
国
広
西
省
南
寧
市
か
ら
、
何
回
元
副
市
長
を
団
長
と
す
る

6

名
の
友
好
親
善
代
表
団
の
み
な
さ
ん
が
、
日
月

7
日
か
ら
叩
日
ま

で、

4
日
間
の
日
程
で
、
魚
津
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

富
山
空
港
を
降
り
た
み
な
さ
ん
は
、
富
山
県
斤
を
表
敬
訪
問
、

そ
の
後
、
中
国
国
旗
を
手
に
し
た
道
下
保
育
園
児
、
市
職
員
に
迎

え
ら
れ
る
な
か
市
役
所
に
到
着
、
歓
迎
式
で
は
、
市
長
、
議
長
、

何
団
長
が
あ
い
さ
っ
し
た
後
、
両
市
の
状
況
な
ど
を
、
和
や
か
な

話
し
合
い
の
う
ち
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
滞
在
中
は
、
小
学
校
、
工
場
、
果
樹
試
験
場
、
漁
港
、

水
族
館
な
ど
多
方
面
に
わ
た
り
視
察
し
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

(2) 

清河市長と何団長のかだい握手

‘F
み
ん
な
楽
し
そ
う
で
す
ね

〈
道
下
保
育
園
で
〉

企
楽
器
演
奏
に
感
仙

〈
本
江
小
学
校
で
〉
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め
ず
ら
し
い
魚
ガ
た
く
さ
ん
い
ま
す

‘

ね

〈

水

族

館

〉

朝
一拶
'

一

¥ぷ
H
4・
一

一

E
E
E-

-E---岡

aaa--.
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F
1
1
Z
響
Z一
一

晴
れ
の
叙
勲

川
田
善
一
氏

(
九
歳
)

魚
津
市
上
村
木

一
丁
目
三
番
二
号

富
山
地
方
法
務
局
魚
津
支
局
長
な
ど

な
さ
れ
、
四
十
二
年
間
に
わ
た
り
、
人

権
擁
護
、
登
記
事
務
に
尽
く
さ
れ
た
。

工
場
見
学
で
熱
仙
に
説
明
を
聞
く

V

団
員
定
ち

こ
ん
な
お
い
し
い
り
ん
ご
は
ど
う
し

て
作
る
ん
で
す
か

4
司
〈
相
木
・
畠
山
俊
雄
さ
ん
宅
で
〉

ゴルフはむつかしいね

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

• 

作
平
氏

(
乃
歳
)

魚
津
市
蛇
回
四
八
六
三
番
地

魚
津
地
域
大
工
職
業
訓
練
所
の
校
長
、

富
山
県
建
築
組
合
連
合
会
副
会
長
な
ど

な
さ
れ
、
建
築
業
界
の
発
展
に
尽
く
さ

れ
た
。 関

口

栄
吉
氏

(
貯
歳
)

魚
津
市
出
二
三
六
番
地

永
年
に
わ
た
り
富
山
県
青
年
学
級
振

興
協
議
会
副
会
長
な
ど
な
さ
れ
、
青
少

年
の
育
成
等
、
社
会
教
育
の
振
興
に
寄

与
さ
れ
た
。

野
崎

畑

山

道

竪

氏

(η
歳
)

魚
津
市
上
村
木
二
丁
目
一
七
番
三
一
号

魚
津
保
護
区
保
護
司
会
長
な
ど
な
さ

れ
、
昭
和
三
十
三
年
以
来
、
保
護
司
と

し
て
更
正
保
護
事
業
の
充
実
、
発
展
に

尽
く
さ
れ
た
。

(3) 

ょ
う
こ
そ
魚
津
市
へ
・・・・・
・2
1
3

知
っ
て
ほ
し
い
市
の
台
所

4
1
5

水
道
事
業
の
状
況
・.......... ・・・・6

市
職
員
の
給
与
の
状
況
・・・・・・・・・
ア

中
国
の
旅
・
••..••

.•
•• 
・・・・・
・・
8
1
9

く
ら
し
と
下
水
道
・..•••••.•. 

・・・・
叩

あ
な
だ
の
国
保
・
.•.••.•••• 

・・・・
・・・
竹

あ
な
疋
と
図
書
館
・
........•• 

・・・・
刊ば

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
・
.......... -mu 

保
健
だ
よ
り
・.•..•..•..•.••.••••• 

叫

ゴ
ミ
・
し
尿
収
集
日
の
お
知
ら
せ
何

お
知
ら
せ
・...
....... ・・・
・・・
・旬
i
げ

力
メ
ラ
レ
ボ
・.................
..
.
 
仰
山
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公表された、61年度上半期(4月T白から9月30日まで〉の市の財政状況

日
年
度
上
半
期

(臼
年
4
月
1
日
i
m年
9
月
初

日
)
の
市
の
財
政
状
況
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
の
収
入
、
支
出
の
状
況
な
ど
財
政
状

態
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

6
月
と
ロ
月
の
2
回
公

表
さ
れ
る
も
の
で
す
。

次
に
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

当
初
予
算
と
補
正

日
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
百
一
億
七
千
六

百
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
九
十
四
億
九
千
六
百

万
円
に
比
較
す
る
と
口
%
の
増
で
し
た
。
そ
の
後
、

2
回
の
補
正
(
二
億
七
千
百
二
十
万
四
千
円
)
と
、

前
年
度
か
ら
の
明
許
繰
越
六
千
十
九
万
六
千
円
を
加

え
、
百
五
億
七
百
四
十
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
昨
年
同
期
の
九
十
九
億
九
千
四
十
万
九

千
円
と
比
較
す
る
と
口
%
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

砂

経
団
漁 l へ

ま句
修
工
事

補
正
の
主
な
も
の

〈
歳
入
〉
分
担
金
一
千
百
六
十
一
万
三
千
円
、

国
庫
支
出
金
一
千
九
百
三
十
六
万
円
、

県
支
出
金
二
千
二
百
八
十
五
万
一
千
円
、

寄
附
金
二
百
万
円
、
繰
越
金
二
億
一
千

七
百
十
三
万
六
千
円
、
諸
収
入
一
千
二

百
八
十
三
万
四
千
円
、
使
用
料

・
手
数

料
二
百
二
十
一
万
円
が
増
額
さ
れ
、
市

償
一
千
六
百
八
十
万
円
が
減
額
さ
れ
ま

し
た
〈
歳
出
〉
衆
参
議
院
議
員
選
挙
費
九
百
九
十
万

九
千
円
、
道
路
改
良
事
業
(
補
助
事
業
)

二
千
三
百
八
十
三
万
円
、
同
(
市
単
独

事
業
)
二
千
百
七
十
一
万
九
千
円
、
都

自
収
λ 

支
出
寄1
.6. 

市
改
造
事
業
五
千
万
円
、
街
路
事
業
二

千
万
円
、
中
小
企
業
対
策
費
一
千
万
円
、

電
鉄
横
駐
車
場
設
置
費
一
千
百
四
十
万

円
、
企
業
立
地
推
進
事
業
一
千
八
十
万

円
、
健
康
セ
ン
タ
ー
用
地
購
入
費
一
千

九
百
四
十
六
万
七
千
円
、
河
川
改
修
事

業
一
千
百
七
十
七
万
六
千
円
、
除
雪
機

械
購
入
費
一
千
五
百
八
十
六
万
円
、
国

際
交
流
費
四
百
二
十
万
円
、
国
保
会
計

繰
出
金
五
千
万
円
、
下
水
道
事
業
会
計

繰
出
金
二
千
三
百
六
十
一
万
円
、
市
道

補
修
費
六
百
五
十
万
円
等
が
増
額
さ
れ
、

公
μ
再
任
宅
建
設
事
業
が
継
続
事
業
に
な

っ
た
た
め
一
億
百
六
十
一
万
四
千
円
が

減
額
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
九
月
末
現
在
の
各
執
行
状
況

は
次
の
と
お
り
で
す
。

9月末における収支状況

農
村
総
合
モ
デ
ル
事
業
農
道
舗
装
工

4
司
事
〈
吉
野
地
内
v

(4) 

100% 90 80 

市民の市税負担状況

70 60 50 40 30 20 10 
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一時借入金の状況

f北日

....... 

戸"

木 債土 2，437，648千円
L 

1目 教 育 債 2，274，375千円

的
特別地方債 776，033千円

農林水産債 619，815千円

公営住宅債 509，871千円

51IJ 
県貸付金 436，359千円
災害復旧債 213，455千円

縁故債 200，952千円庁舎建設償 52，144千円
衛生債 150，000千円臨時財政相列償 31，300千円
消防債 85，000千円火 災復旧債 23，893千円

Jニユ/市債総額 78億10，845孟
~市民1人当り負担額 156，345円

f昔 大 蔵 省 4，165，203千円

〉入

先 郵 政 省 2，166，334千円

1. 

51IJ 公営公庫 727，921千円

ro":・、 富 山 県 436，359千円

北陸銀行 126，720千円
共済組合 59.206千円

、、、 そ σ〉 他 129，102千円

市債の状況 (9月末)惨
吉
田
記
念
魚
津
市
立
郷
土
館
建
設
現
場

市有財産の状況は月末)

オ二 地 建 物

835，066mz 139，034mz 

~. 証炉
有価証券その他 基 金
150，072守二p3 846，898千円

援空襲 醤許

間期入{昔先入i士k
l日審員入

特別会計予算執行状況 (9月末)

会計区分 予算額
執 11' 状 j兄

収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

千円 千円 % 千円 % 

下水道事業 31窒78，072 2f.意03，336 53.8 21窓50，528 66.3 

簡易水道事業 45，700 12，138 26.6 15，920 34.8 

国民健康保険事業 22億14，714 71f64 ， 135 34.5 8億65，270 39.1 

老人保健医療事業 25億59，178 101意85，393 42.4 10憶68，657 41.8 I 

農業共済事業 l低34，881 60，496 44.9 47，369 35.1 

水族館 事業 2億89，500 11f73，343 59.9 1億37，943 47.6 

計 561t.22 ，045 221f98 ，841 40.9 23億85，687 42.4 61.4.26-61.5.12 北陸銀行300，000，000円

歳出

区 分 予算額 支出済額 支出割合

千円 千円 % 

議 iz』z 費 11意87，778 88，019 46.9 

総 務 費 141軍81，380 71窓86，483 53.1 

民 生 費 181意77，302 81意44，710 45.0 

衛 生 費 41168，984 21t-59 ， 393 55.3 
労 働 費 11意48，795 11意04，460 70.2 

農林水産業費 101意36，026 21意97，018 28.7 

商 工e 費 31意65，224 3億12，716 85.6 

土 木 費 191.意91，854 71f02，526 35.3 

消 防 費 2億54，138 l億18，117 46.5 

教 育 費 151.意04，151 6億04，305 40.2 
少((に《 重EコZ 復 |日 費 63，426 47，291 74.6 

~ {責 費 101，意62，062 41，意73，916 44.6 

諸 支 出 金 16，280 1，202 7.4 

予 f庸 費 50，000 。 。

歳 出 A口、 1051，意07，400 461意40，156 44.2 

61年度一般会計収支状況 (9月末)

区 分 予算額 収入済額 収入割合

千円 千円 % 

市 税 461M5，000 231意13，375 49.8 

地 方 譲 与 税 11意00，000 18，439 18.4 

娯楽施設利用税交付金 20，000 9，366 46.8 

自動車取得税交付金 75，000 32，556 43.4 

地 方 チ男マ、 付 税 101窓00，000 71章71，971 77.2 

交通安全対策特別交付金 6，000 3，401 56.7 

分担金及び負担金 31章55，923 11意55，022 43.6 

使用料及び手数料 21意20，266 11章04，358 47.4 

国 庫 支 出 金 111章30，004 31意55，089 31.4 

県 支 出 金 7億77，135 11意93，891 24.9 

員オ 産 ヰ又 入 l!章19，580 37，174 31.1 

寄 附 金 5，934 4，062 68.5 

繰 入 金 3億43，591 3億43，639 100.0 

繰 越 金 6億28，263 7億47，597 119.0 

諸 収 入 4億14，204 58，168 14.0 

市 債 61.意66，500 12，500 1.9 

歳 入 メ口入 計 105億07，400 51憶60，608 49.1 

(5) 

歳入
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市水道事業の状況
61年度上半期の水道事業会計の業務状況を
お知らせします。

。
業
務
の
状
況
〈

9
月
末
現
在
〉

給
水
人
口

三
七、

二
九
八
人

給
水
戸
数

九
、
七
六
四
戸

給

水

量

三

七

二
、
五
四
七
立
方
メ
ー
ト
ル

。
会
計
の
状
況
〈

9
月
末
現
在
〉

日
年
9
月
末
の
損
益
収
支
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
句

げ
ω
一川一

U
一
ω
一
M

普

5
一
1
-
5
-
4

川一
一仰
一
日
一
日
一
日
一

M
一日

割

2

一1
一4
一3
一2

損益収支状況

収入額
〈千円〉

207，024 

12，162 

7，269 

226，455 

額
冊
一
郎
一
郎
一
切
一
郎
一
郎

出
江
川
一
r
h
一
む
一
山
一
日

支

-
2
71
-
4
一7
一
u

予算額
〈千円〉

387，335 

85，709 

13，233 

486，277 

間
ゆ
一
山
一
川
一
川
一
川
一
山

予

8
一
8
一
9
一
お
一
羽

給 水 収益

受託工事収益

その 他 収益

合計

目

目

総水費用

受託工事費

総係費

その 他 費用

合計

科

科

収

入

支

出

hv
市
道
岡
経
団
立
石
線
配
水
管
布
設
工
事

。
建
設
改
良
工
事

今
年
度
は
、
建
設
改
良
工
事
と
し
て

事
業
費
一
億
九
千
九
十
三
万
四
千
円
を

計
画
し
て
い
ま
す
が
、
9
月
末
ま
で
に

主
な
も
の
と
し
て
、
次
の
工
事
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

⑨
県
道
沓
掛
魚
津
線
配
水
管
布
設
工
事

二
二
、
七
O
O千
円

⑥
県
道
福
平
経
回
線
外

一
路
線
配
水
管

布

設

工

事

二

ハ

、
六
八

O
千
円

⑨
市
道
岡
経
団
立
石
線
配
水
管
布
設
工

事

七

、

一

五

O
千
円

⑥
市
道
北
鬼
江
古
島
線

(立
体
交
差
)

配
水
管
布
設
工
事

二
、
四
六
O
千
円

積
雪
期
のメ
ー
タ
ー
検
針

水
道
の
メ
ー
タ
ー
は
、
2
か
月
ご
と

に
定
め
ら
れ
た
日
に
検
針
し
て
い
ま
す

が
、
冬
期
間
積
雪
の
た
め
検
針
で
き
な

い
と
き
は
、
水
道
料
金
の
算
定
を
前
回

の
使
用
量
を
劃
酌
し
、
料
金
を
納
め
て

い
た
だ
き
、
次
回
に
検
針
で
き
た
と
き

に
料
金
の
精
算
を
し
て
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

漏
水
に
注
意
/
.

メ
ー
タ
ー
器
て
点
検
を

最
近
、
各
家
庭
の
給
水
管
が
老
朽
化

し
て
漏
水
し
、
平
常
の
何
倍
も
メ
ー
タ

ー
が
回
っ

て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
漏
水
を
早
く
発
見
す
る
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
各
家
庭
で
、
家
の
中
の
蛇
口

を
締
め
て
、
メ
ー
タ
ー
器
の
中
の
赤
い

針
が
回
っ
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
も
し
、
針
が
回
っ
て
い
れ

ば
、
漏
水
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
水
道

局
か
水
道
工
事
指
定
庖
に
連
絡
し
て
修

理
し
て
く

、
1
1

i

-、
、
心
情
汐

だ
さ
い
い
4

江
川
人
・
一一，

;

i

 

修
理
費
は

d
m
.
e

利
用
者
負

l

担
で
す
の

刊↑ν
 

で

ご

了

丈
・
芯

承
く
だ
さ

いF

3
0

示

水
道
管
に
も
冬
じ
た
く
を
/

。
水
道
管
や
蛇
口
の
破
裂
に
注
意

気
温
が
氷
点
下
に
な
り
ま
す
と
、
水

道
水
が
凍
っ
て
破
裂
し
ま
す
か
ら
、
水

道
管
が
露
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
風
あ

た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道
管
や

蛇
口
は
、
保
温
材
を
取
り
付
け
、
水
道

の
水
が
凍
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

。
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

破
裂
し
た
部
分
に
布
か
テ
l
プ
を
し

っ
か
り
と
巻
き
つ
け
て
、
応
急
手
当
を

し
て
か
ら
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中

の
バ
ル
ブ
を
締
め
、
指
定
工
事
庖
へ
連

絡
し
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

。
水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か

ら
ゆ
っ
く
り
と
湯
を
か
け
て
と
か
し
ま

す
。
じ
か
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道

管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

-F--Ef--z
it--j
・・3E----{Eif--12f
・2f
・7
1
d

n
o

…
給
水
工
事
は
指
定
后
で

…

水
道
局
で
は
、
次
の
業
者
を
指
定
い

~
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

へ

い
さ
い

。

い

~
⑨
松

原

工

務

庖

本

江

新

町

~

宮

@
0
9
0
8

…

一
⑨
畠

山

工

業

側
吉
島
二
丁
目

一

合
②

5
3
3
0
〈

)
⑨
岡

三

共

設

備

北

鬼

江

〉

宮

@
1
3
5
0
~

…
⑥
北
陸
水
道
工
業
側

横

枕

…

宮

@
1
3
5
3
~

…
⑨
石
原
設
備
工
業
所

本

江

…

宮
②

2
9
2
4
〉

〈
⑨
ユ
ウ
ホ

l
設
備
側

釈

迦

堂

川

宮
②

5
7
1
1
い

~
⑨
高

松

工

業

上
口
二
丁
目

~

合
②

0
5
4
5

…

~
⑨
鮒
水
環
境
セ
ン
タ
ー

高

畠

~

宮

@
7
7
1
1
門

い
⑥
菅

沼

組

村

木

町

〉

合
②

0
4
5
3
川

…
主

義
管
工
事
工
業
所

文

化

町

…

合

@
5
8
3
5
~

…
⑥
中
谷
配
管
工
業

吉
島
二
丁
目
(

宮
②

3
6
9
8
〉

~
⑨
ダ
イ
シ
ン
設
備
側

浜

経

田

川

宮

@
5
6
1
1
い

~
⑨

三

水

大

光

寺

~

宮

@

6
2
6
8

…

)
⑨
宝

田

配

管

所

印

田

川

合
②

2
6
8
7
〈

い
⑥
後

藤

配

管

所

浜

経

団

い

宮

@
6
8
0
7
九

…
⑨
山
沢
配
管
工
業

上

村

木

一

宮

@

6
1
3
3
~
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60年度末の住民基本台帳人口は、 50，044人で、 60年度

一般会計歳出決算額は、 101億1，707万 7千円、このうち

人件費は、 26億5，873万2千円で26.3ノマ一セントとなって

います。61年 4月1日現在の給与等の内容は、次表のと

おりです。

日
月
お
日

ω、
市
役
所
大
会
議
室
で

市
内
納
税
貯
蓄
組
合
長
多
数
参
加
の
も

と
、
合
同
納
税
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
、

納
税
思
想
の
高
揚
と
、
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
に
貢
献
さ
れ
た
次
の

5
個
人
、

4
団
体
に
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
、
表
彰
状

の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

V
市
長
感
謝
状
贈
呈
者
氏
名
(敬
称
略
)

@
引
年
度
納
税
貯
蓄
功
労
者
(
個
人
)

.
新
金
屋
3
区
納
税
貯
蓄
組
合
長

大

森

俊

夫

・
大
菅
沼
区
納
税
貯
蓄
組
合
長

B

E

l

l

n

u

 

清

川

安

@ 1.職員手当には退職手当を含まない。

2.給与費は、当初予算に計上された額

である。

。
引
年
度
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
(
団
体
)

.
新
宿
1
区
納
税
貯
蓄
組
合

・
表
向
区
納
税
貯
蓄
組
合

V
魚
津
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長

表
彰
状
贈
呈
者
氏
名
(
敬
称
略
)

@
永
年
勤
続
納
税
貯
蓄
組
合
長
(
個
人
)

.
八
幡
区
納
税
貯
蓄
組
合
長

浦

島

三

次

・
升
田
区
納
税
貯
蓄
組
合
長

田

林

幸

作

・
諏
訪
町
1
区
納
税
貯
蓄
組
合
長

猟

場

政

治

@
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
(
団
体
)

行

.職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

• -
慶
野
区
納
税
貯
蓄
組
合

.
旭
町
区
納
税
貯
蓄
組
合

@ 市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員である。

.職員手当の状況

区分 魚、 i掌 市 国家公務員

<60年度支給割合〉 <60年度支給割合〉

期末 期末 勤勉 期末 勤勉

手勤勉当

6月期1.4か月分 0.5か月分 6月期1.4か月分 0.5か月分

12月期1.9か月分 0.6か月分 12月期1.9か月分 0.6か月分

3月期 0.5か月分 一月分 3月期 0.5か月分 一月分

計ー 3.8か月分1.1か月分 計 3.8か月分1.1か月分

退
支給率自己都合 勧奨 支給率自己都合勧奨

職
最高限度額 ω.0か月分 62.7か月分 最高限度額 ω.0か月分 62.7か月分

勤続20年 21.0か月分 28.875か月分 勤続20年 21.0か月分 28.875か月分
手
勤続30.if.41おか月分 54.45か月分 勤続30年 41.25か月分 54.45か月分
当 勤続35年 47.5か月分 62.7か月分 勤続35年 47.5か月分 62.7か月分

一……汐
湊
業
委
演
議
委
……
…

一……………
庇
勲
選
挙
総
名
簿
………………

一……登
裁
級
戦
議
慾
滋
……
…

毎
年
1
月
1
日
現
在
で
叩
ア

l
ル
以

上
耕
作
し
て
い
る
農
業
者
の
申
請
に
よ

り
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
が
調

整
さ
れ
ま
す
。
農
業
委
員
会
で
は
申
請

書
を
ロ
月
中
に
地
区
農
業
振
興
委
員
を

通
じ
て
農
家
の
み
な
さ
ん
方
へ
配
布
い

た
し
ま
す
の
で
1
月
刊
日
ま
で
に
振
興

委
員
を
通
じ
て
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

。
名
簿
登
載
資
格
の
あ
る
人

①
昭
和
白
年
1
月
1
日
現
在
で
魚
津
市

に
住
み
、
昭
和
位
年
3
月
訂
日
現
在

特別職の報酬等の状況は、「特別職報酬等審議会」の答

申に基づいて条例で定められ、61年12月1日現在の特別

職の給料月額は、市長70万円、助役58万円、収入役53万

円で、市議会議員の報酬月額は、議長35万円、副議長31

万円、議員28万円となっています。また特別職に対する

手当は、期末手当として年間3.8か月分が支給されてい

ます。

で
満
初
歳
以
上
に
な
る
人
。

(
昭
和
必
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ

た
人
)

②
叩
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て

い
る
人
。

③
②
の
同
居
の
親
族
お
よ
び
配
偶
者
で

年
間
お
お
む
ね

ω日
以
上
耕
作
に
従

事
し
て
い
る
人
。

(7) 
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4
『
叩
月
お
目
、
多
く
の
方
に
見
送
ら
れ

て
市
役
所
前
を
出
発

外石刑l多を終えて

-
RF
b
章
ん

〉

る
青
年
交
流
会
で
は
、
特
に
王
疋
時

…

弘
司
勾
十lJ
孤
]

長

さ
化
聞
を
延
長
し
て
の
活
発
な
る
意
見
交

…

闘
叩
'
b
J

「

心
・

入

換

等

が

行

わ

れ

、

海

外

研

修

事

業

の

)

aF

g
j
V
爪
い
団

本

収

，EV寸
3

・Rく
目
的
で
あ
る
、
「
相
互
理
解
と
友
好
親

〈

-
i
普
」
の
成
果
は
充
分
に
挙
げ
得
た
も

〉

…

研

修

を

終

え

て

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

『

4
{
4
Fh

総
じ
て
訪
中
に
よ
っ
て
、
日
本
の

~

今
回
の
中
国
訪
問
は
、
私
に
と
り
良
さ
が
し
み
じ
み
と
考
え
さ
せ
ら
れ
、

…
ま
し
て
も
、
団
員
に
と
り
ま
し
て
も
ま
た
、
教
育

・
文
化

・
経
済
と
国
民

"

〈
初
め
て
の
研
修
旅
行
で
し
た
。
生
活
会
駿
に
つ
い
て
、
い
ま
さ
ら
な

日
本
を
離
れ
、
初
め
て
日
本
が
わ
が
ら
日
本
の
良
さ
に
感
謝
す
る
と
と

か
り
郷
土
が
わ
か
っ
た
の
で
は
な
か
も
に
、
団
員
に
と
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

~
ろ
う
か
。
や
は
り
，
百
聞
一
見
に
し
に
意
義
深
い
も
の
が
あ
っ
た
と
思
、
っ
。

"

か
ず
。
で
す
。

と
も
あ
れ
全
員
日
名
は
、
1
名
の
疾

"

見
る
も
の
聞
く
も
の
、
す
べ
て
初
病
者
も
な
く
元
気
で
帰
国
で
き
た
こ

一
め
て
の
も
の
ば
か
り
、
団
員
諸
君
の
と
は
何
よ
り
も
幸
せ
で
あ
り
ま
し
た
。

川
小
学
校
や
工
場
及
び
文
化
遺
跡
等
の
本
事
業
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
市
当

~
見
学
視
察
は
、
心
身
で
学
び
と
ろ
う
と
局
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

す
る
そ
の
音
荻
は
大
変
な
も
の
で
し
た
。

団
員
諸
君
が
、
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
地

ま
た
、
蘇
州
、
南
京
両
市
に
お
け
域
社
会
や
職
場
に
お
い
て
、
こ
の
得

jjjjj-EF--Eise---Ef--2FBEf-JIF--J
た
識
見
を
も
と
に
、
一
層
の
活
躍
あ

4
年
目
を
迎
え
た
魚
津
市
青
年

・
壮

〈
ら
れ
ん
こ
と
を
念
願
す
る
も
の
で
あ

年
の
海
外
研
修
事
業
は
、
研
修
地
を
中

〉
り
ま
す
。

国
と
し
、
山
月
お
日
か
ら
叩
月
初
日
ま

じ
fZsig--J-liz--fjEif--fjjj-j

で
の
7
泊
8
日
の
日
程
で
実
施
さ
れ
た
。

青

年

団

員

坂

本

孫

清

訪
問
地
は
、
上
海

・
蘇
州

・
南
京

・
北

H

浜

田

純

子

京
の

4
都
市
と
し
、
2
都
市
で
青
年

と

谷

口

輝

美

の

交

流

会

を

も

っ

て

友

好

と

親

善

に

寄

国

木

博

明

与
し
、
日
名
の
団
員
は
、
自

己

研

鎖

を

中

村

真

由

美

積
ん
で
、
全
員
元
気
で
無
事

帰

国

し

鹿

熊

貴

子

た
。

川

岸

和

彦

団

長

林

豊

蔵

秘

書

長

山

越

幸

美

青
年
団
員

窪

田

裕

志

石

崎

由

男

溝

口

笠

子

二

川

晃

" " " " " 

" 

津

本

章

(

収

入

役

)

高
瀬
宏
幸
(
教
育
次
官官)

溝

口

弘

美

藤

森

真

佐

代

浜
田
裕
美
子

舟

林

幸

広

" " " 
壮

"年 ，
団'
員

" 

』
司
南
京
で
青
年
と
の
受
流
会
で
蝶
六
踊

り
を
披
露

』V
蘇
州
で
の
受
流
会

。。

、、BTL
.時
以

山

-'

L・ト
戸

'
k

:

.，h
4
岳
町
A
1

…

川

Ja可
A

‘都

南

京

の

朝

「
怒
早
」
初
め
て
出
会
う
中
国
人
に

~

〈
挨
拶
す
る
と
、
「
怒
早
」
と
す
が
す
が
〈

い
し
い
声
と
笑
顔
が
返
っ
て
来
る
。

朝
6
時
、
あ
た
り
は
ま
だ
薄
暗
い。川

川
そ
の
う
ち
に
、
道
路
を
竹
ほ
う
き
で
J

~
清
掃
す
る
人
、
玄
関
先
で
歯
を
磨
く

~

一
人
、
井
で
朝
粥
を
す
す
る
人
、
そ
し

一

〉
て
、
朝
市
に
行
く
の
で
あ
ろ
う
箆
を
〉

山
手
に
し
た
人
(
何
故
か
男
性
の
姿
が

〈

い
目
立
っ
た
)。

朝
市
は
、

7
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
~

一
道
路
両
端
に
、
ご
ざ
や
机
に
野
菜

・
川

〉
肉

・
パ
ン

・
く
だ
も
の
を
並
べ
て
売

〉

〈
っ
て
い
た
。

そ
の
う
ち
の
一
軒
、

パ
〈

い
ン
屋
で
パ
ン
を
買
っ
た
。
断
面
が
星

川

~
形
で
初
セ
ン
チ
ほ
ど
の
細
長
い
パ
ン
~

一
を
指
さ
し
、

「
こ
れ
を
2
個
(
中
国
語
一

チ
オ
コ
ウ
チ
ン
コ
エ
ウ
オ
リ
主
コ
ウ
パ
ア

~
で
は
H

辻
A
l、
清
給
我
荒
木
l

町
。
と

川

〈
言
う
の
だ
ろ
う
が
、
と
っ
さ
で
日
本

川

い
語
し
か
出
な
か
っ
た
)
」
と
言
っ
て
、

〉

〈
も
う
片
方
の
手
で
2
と
指
で
数
を
示

…

J

し
た
。
「
・:
マ
ア
オ
」
の
返
事
が
返
っ
て
い

~
き
た
。
値
段
を
言
っ
て
る
よ
う
だ
が
、
~

〈
い
く
ら
な
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
適
〈

〉
当
に
お
金
を
渡
し
た
ら
、
揚
た
て
の
パ

〉

〈
ン
と
つ
り
銭
と
笑
顔
が
返
っ
て
き
た
。〈

ま
た
、
別
の
庖
で
は
、
飛
び
入
り
で

い

~
通
訳
を
か
つ
て
出
た
親
切
な
申
白
人
も

~

一
い
た
。

宮
藤
に
肌
で
接
し
た
申
由
人
は

一

~
皆
親
切
で
明
る
い
人
達
で
あ
っ
た
。
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第4回青壮年海

‘F
清
河
市
長
か
ら
元
気
で
研
修
し
て
き
て

く
だ
さ
い
と
灘
闘
を
受
け
る
団
員
だ
ち

4
司
南
京
故
宮

、
・3'z--2'
・・2ge--z
・'
E
2
F
z
-
2F
-zz-FE---EF
---SF
z-sz-----T・g
・--
2
2
・・
・
3

，eZE'ez
E
F三
3
'eZ25ミ
--F主
2
F
e--3
F
---z
F己
EF--
-z
Ez--
z
g
z
・3
'
z
zzFz-
a
'
Z
3
F
z
z
-
F
-ミ
F
-
・3FEt--z.

，.-zr'e-
--z
J

い

ち
，
E

P

・4
・
J
d

l
J

空
港
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
何
キ
ロ
も
続

…

rh

・・樗FA¥
抑
制

く
道
路
が
、
郊
外
に
出
る
と
、

ハ
イ
ウ
…

!

・

一幽
・

八J
4
A
4
W
O

A

エ
イ
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
幅
の
広
い
近

〉

一a・
閉
会

，

バ

ド

，

f
i
-

-

層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

へ

北

京

・

万

里

の

長

城

近
代
化
に
向
け
て
の
中
国
の
勢
い
を
見

…

j

せ
つ
け
ら
れ
た
思
い
が
し
ま
す
。

首
都
北
京
に
着
い
た
の
は
夜
で
、
最
低
翌
日
の
万
里
の
長
城
で
は
、
山
々
の

…

“
気
温
が
氷
点
下
2
度
と
い
う
寒
さ
で
し
た
。

尾
根
づ
た
い
に
、
は
て
し
な
く
続
く
長

北
京
に
来
る
ま
で
、
あ
ま
り
広
大
な
城
の
景
色
が
、
中
国
の
重
い
歴
史
を
感
〈

風
景
を
目
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
じ
さ
せ
ま
し
た
。

〉

い
で
す
が
、
や
っ
と
大
陸
を
感
じ
さ
せ
る
新
し
い
中
国
と
古
い
中
国
は
、
ど
ち

)

~
風
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ら

も
中
国
の
大
き
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

か
い
手
作
業
を
大
勢
の
人
た
ち
が
並

~

‘E
'
y

広
ん

」

色

咽

婿

刈
〆

幸
さ

ん
で
行
っ
て
い
た
こ
と
だ
。
日
本
で

…

函
同

開

J
4
K

は
、
ほ
と
ん
ど
が
機
械
化
さ
れ
、
コ

f

・・・・F瞳
咽

a-M剤
足
司
一二

+
小

↑

a'晶
初

予

点

一
川

ン
ピ
ユ
|
夕
|
で
一
度
セ
ッ
ト
す
れ
一

ト
い
1
1

:

ば
、
ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
仕
上
が
る
の
に
、

蘇
州
l

刺

繍

の

街

中

国

で
は
、
す
べ
て
手
袋
な
の
だ
。
一

花
の
刺
繍
は
、
表
と
裏
で
は
色

~

刺
繍
研
究
所
を
見
学
し
て
驚
が
全
く
違
う
。
そ
の
美
し
さ
に
感

へ

い
た
の
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
細
動
し
た
。

〈

、--t
・g
・--ezF三
3
2
・z-3
・e・e・-5
5
-z
EF
--tzFZ-EF---z'
・Z
E
F
z
・2
g
・2
・'
z
-
z
z
Z
2
z
e
・
e・-
3
Z
E
e
-
-
z
-
-
z

-
B
EB
E
E
-
-阿
a
E

建
物
が
混
在
し
て
、
今
、
こ
れ
か
ら
…

羽幽
圃
・
・
・
圃
・
濁
「
一
子
ん

門

蕗
.
潤
河
j
用

足

笠
さ

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
す
る
途

…

画
阿

部

A
J
N

士
国
の
息
吹
き
が
、
多
勢
の
人
の
群

〉

園内岨・・・・・・・圃
F

・胃
i

l

h

・罰‘
酒、

・・・

J

一
11a
-
zF亀
れ
」

ka

れ
-や
自
転
車
の
流
れ
と
と
も
に
強
く

…

「

凶
園
開
門
陶
隆
也

、工

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

…

〈

上
毎
ま
・
・
・
・
・
・

最
初
の
上
海
工
業
展
覧
館
で
は
、

.、

r
l

見
事
な
細
工
の
手
工
芸
品
が
数
多
く

〈

一、二

O
O万
人
と
い
う
大
人
陳
列
さ
れ
、
そ
の
価
格
を
見
て
は
日

口
を
擁
し
て
い
る
世
界
一
の
大
本
円
の
高
さ
を
あ
ら
た
め
て
知
ら
さ

…

へ
都
市
上
海
に
、
大
阪
か
ら
約
2

れ
る
場
面
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
虹

ん

〉
時
間
半
ほ
ど
で
到
着
し
ま
し
た
。

口
公
園
で
は
、
日
本
と
縁
の
深
い
魯

}

〈
機
上
か
ら
の
眺
め
は
、
水
田
の
迅
先
生
の
お
墓
に
ま
い
り
ま
し
た
。

}

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
連
棟
住
宅
が
合
掌
を
し
て
い
る
と
、
射
る
よ
う
な

~

)
並
ぶ
静
か
な
田
園
と
い
う
風
情
視
線
を
感
じ
、
そ
の
方
に
目
を
や
る

〉

円
で
し
た
が
、
空
港
を
一
歩
外
に
と
、
年
配
の
人
民
服
の
人
で
す
。
か

…

~
出
る
と
、
パ
ス
の
色
が
鮮
や
か
つ
て
不
幸
な
頃
の
変
な
名
残
り
か
と

…

に
映
え
る
明
る
い
風
景
で
す
。
勘
ぐ
っ
て
そ
の
場
を
逃
げ
る
よ
う
に
い

〈
し
か
し
、
そ
れ
は
見
慣
れ
た
明
離
れ
る
と
、
そ
こ
に
は
若
い
親
子
連

川

る
さ
で
は
な
く
妙
に
乾
い
た
感
れ
の
和
か
な
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
時

~

へ
じ
の
馴
染
め
な
い
も
の
で
し
た
。

の
流
れ
を
否
応
な
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
、

…

プ
ラ
タ
ナ
ス
の
街
路
樹
と
と
こ
の
時
一
緒
に
い
っ
た
若
い
人
達

へ

陶
も
に
道
路
は
整
備
さ
れ
、
そ
の
の
放
つ
明
る
さ
が
本
当
に
尊
く
思
え

い

川
両
側
に
は
古
い
ア
パ
ー
ト
群
と
た
の
で
し
た
。

~
瓦
礁
の
山
、
新
し
く
建
築
中
の

~

ー

{
-
a
z
-
-
f
E
F
I
z
-
-
f
j
z
J
-
j
I
F
・3
f
i
l
i
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e
-
-
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f
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下

〈
シ
リ
ー
ズ

く
ら
し
と
下
水
道
則

ー
受
益
者
負
担
金
に

つ
い
て

l

下
水
道
の
建
設
に
は
、
長
い
年
月
と

た
い
へ
ん
な
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
一

日
も
早
く
下
水
道
を
完
備
し
て
、
環
境

衛
生
都
市
と
し
て
の
機
能
を
整
え
、
住

み
よ
い
町
と
す
る
た
め
に
は
、
市
と
し

て
も
重
点
施
策
と
し
て
予
算
も
大
幅
に

増
や
し
、
事
業
の
促
進
を
図
り
み
な
さ

ん
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
計
画
し
て
お 水

道

金量銀全d

り
ま
す
が
、
目
的
の
早
期
達
成
に
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
が
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
事
業
費
の
一
部
を
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
そ
の
ひ
と
つ
で

す
。下
水
道
の
事
業
費
は
、
主
に
国
と
市

の
税
金
で
行
い
ま
す
が
、
下
水
道
の
便

益
を
受
け
る
人
は
、
下
水
道
の
で
き
た

地
域
の
方
に
限
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

下
水
道
の
設
置
に
よ
っ
て
利
益
を
、
つ
け

る
こ
と
に
な
る
み
な
さ
ん
に
事
業
費
の

一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
「
負

担
の
公
平
」
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が

「受
益
者
負
担
金
制
度
」
で
す
。

下
水
道
に
は
、
た
い
へ
ん
な
お
金
が

か
か
り
ま
す
が
、
立
遅
れ
て
い
る
下
水

道
を
計
画
的
に
、
し
か
も
、
早
く
完
成

す
る
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
の
協
力
が

必
要
な
の
で
す
。

ヘ
次
回
は
「
受
益
者
と
は
」
を
J

F

お
と
ど
け
し
ま
す
。

」

質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

問

負
担
金
を
地
主
が
負
担
し
た
場
合

地
代
は
上
が
り
ま
す
か
。

答

こ
の
負
担
金
は
、
そ
の
土
地
に
対

し
て
1
回
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
地
代

は
永
久
的
な
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
地
代
を
上
げ
る
こ

と
は
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、

そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
少
く
と
も
、
平

方
灯
当
り
負
担
金
額
と
引
き
上
げ
金
額

の
相
互
の
関
係
を
よ
く
調
べ
ら
れ
る
ほ

う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

p
ae蜘
mw
ト

「
1
1』
E

狙
「
下
水
道
」
は

升

心

教

科

書

に

も

下

出

て

く

る

下
水
道
に
関
し
て
は
、
一
般
的
に

小
学
校
で
は
四
年
生
の
社
会
科
の
教

科
書
で
、
中
学
校
で
は
三
年
生
の
社

会
科
及
び
理
科
で
学
び
ま
す
。

小
学
校
の
教
科
書
は
、
相
当
の
ペ

ー
ジ
数
を
当
て
て
、
下
水
道
に
つ
い

て
-
記
述
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

下
水
道
の
必
要
性
と
役
割
、
下
水
道

の
普
及
状
態
、
下
水
道
及
び
下
水
処

理
の
し
く
み
、
下
水
道
の
計
画
等
を
、

写
真
、
イ
ラ
ス
ト
、
地
図
、
グ
ラ
フ

等
に
よ
っ
て
、
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
て
い
ま
す
。

中
学
校
の
社
会
科
の
教
科
書
で
は
、

下
水
道
を
道
路
、
公
園
等
と
と
も
に

生
活
関
連
の
社
会
資
本
の
一
つ
と
し

て
と
ら
え
、
下
水
道
の
普
及
状
況
を

表
、
ま
た
は
グ
ラ
フ
で
示
し
、
先
進

諸
国
の
中
で
の
日
本
の
立
ち
遅
れ
を

指
摘
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

こ
と
が
河
川
、
海
域
、
湖
沼
の
水
質

汚
濁
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
写
真
、
絵
等
で
説
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
理
科
で
は
、
自
然
界
に
お

け
る
自
浄
作
用
、
つ
ま
り
、
微
生
物

に
よ
る
有
機
物
を
無
機
物
に
分
解
す

る
作
用
に
つ
い
て
-記
述
し
、
こ
の
働

き
が
下
水
処
理
場
の
エ
ア
レ

l
シ
ョ

ン
タ
ン
ク
で
積
極
的
に
応
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
小
学
生
や
中

学
生
の
お
子
さ
ん
か
ら
教
科
書
を
借

り
ら
れ
て
一
読
し
て
み
れ
ば
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

。。
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
朋
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
、
一
口
医

学
、
国
保
と
歯
の
治
療
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

脳010
卒。|圏
中oO
の。
目。。
ぶo

れ。

脳
卒
中
の
「
卒
」
は
「
急
に
」
、

「中
」
は
「
当
た
る
」
と
い

う
意
味
で
す
か
ら
、
脳
卒
中
は
、
脳
が
急
に
打
ち
の
め

さ
れ
た
状
態
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
発
作
は
あ
る
日
突
然
起
こ
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
が
、
実
際
は
そ
の
根
は
深
く
、
高
血
圧
や

動
脈
硬
化
が
す
で
に
遠
い
前
ぶ
れ
と
し
て
起
き
て
い
る

の
で
す
。

も
っ
と
近
い
前
ぶ
れ
と
し
て
注
意
し
た
い
の
が
一
過

性
脳
虚
血
発
作
で
す
。

意
識
障
害
が
起
き
、
と
き
に
は
そ
の
場
で
こ
ん
睡
状

態
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
半
身
不
随
や
言
語
障
害
が
起

こ
り
、
し
ゃ
べ
れ
な
く
な
っ
た
り
、
言
葉
を
忘
れ
て
し

ま
う
。
視
力
の
低
下
や
め
ま
い
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
が
、

軽
い
場
合
に
は
数
分
、
長
く
て
も
二
十
四
時
間
く
ら
い

で
治
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
病
名
通
り
一
過
性
で
、
た
い

し
た
こ
と
は
な
い
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
こ
れ
を
何
回

も
起
こ
し
て
い
る
う
ち
に
脳
血
栓
へ
う
つ
っ
て
い
く
こ

と
は
か
な
り
の
高
率
で
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
前
ぶ
れ
を

む
だ
に
す
る
こ
と
な
く
、
高
血
圧
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
低

く
す
る
、
血
液
の
脂
分
が
高
け
れ
ば
低
く
す
る
、
あ
る

い
は
脳
の
血
流
が
よ
く
な
る
薬
を
服
用
す
る
な
ど
予
防

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

歯 の治
ほとんどの歯の治療は国保で受けられます

療と保固

(
H
K
を
こ
え
る
金
合
金
な
ど
)
を
使

っ
て
行
な
う
場
合
で
、
材
料
代
に
加
え

て
、
治
療
の
た
め
の
技
術
料
も
全
額
自

費
払
い
で
す
。

-
材
料
差
額
診
療

前
歯
の
「
鋳
造
歯

冠
修
復
」
と

「継
続
歯
」
に
つ
い
て
は
、

保
険
の
き
か
な
い
材
料
を
使
っ
て
も
、

保
険
診
療
の
費
用
と
自
費
診
療
の
費
用

と
の
差
額
分
だ
け
を
負
担
し
ま
す
。

ど
の
方
法
で
治
療
を
受
け
た
い
の
か
、

事
前
に
は
っ
き
り
告
げ
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

歯
の
治
療
は

3
本
立
て

-
保
険
診
療

診
察
か
ら
処
置
ま
で
、

す
べ
て
保
険
の
き
く
材
料
を
使
っ
て
行

な
い
ま
す
。

-
自
費
診
療

治
療
の
種
類
と
方
法

保
険
の
き
か
な
い
材
料

充てん

調
議量歯勉福重

開
金属冠

特冠
ジャケット冠| 継続歯

(さし歯、つぎ歯)

事;令

ブリッジ

a--今 冠
¥ Iダミ IIrl.IJ

支台歯

吋

wa'h•• 
鈎

歯
)
f
佐
官
司

r

義

噛

】
宙
局
旬

報

開

』
ト

メ
グ
-

-

1

J
歯

戸て

議

:

主
に
初
期
の
虫
歯
の
と
き
。
虫
歯

の
部
介
を
削
り
、
そ
の
{
八
に
練
っ

た
材
料
を
つ
め
て
形
を
も
と
ど
お

り
に
す
る
。

虫
歯
が
大
き
く
な
っ
た
場
合
な
ど
、

虫
く
い
部
分
の
型
を
と
っ
て
、
金

属
で
鋳
造
し
、
欠
け
た
部
分
を
も

と
ど
お
り
に
す
る
。

虫
歯
の
{
八
が
大
き
く
、
充
て
ん
な

ど
で
は
回
復
が
困
難
な
場
合
、
金

属
の
板
を
曲
げ
て
作
っ
た
冠
(
帯

環
金
属
冠
)
を
か
ぶ
せ
る
。

虫
歯
が
相
当
に
大
き
く
な
っ

た
と

き
、
歯
の
歯
冠
部
を
削
り
取
り
、

そ
の
歯
根
を
利
用
し
て
人
工
の
歯

冠
を
継
ぎ
た
す
方
法
。

前
歯
の
歯
冠
部
に
、
天
然
の
歯
の

色
に
類
制
し
た
色
の
材
料
で
作
ら

れ
た
冠
(
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
冠
)
を
す

っ
ぽ
り
か
ぶ
せ
る
。

にと抜
ししけ
ててた
も、歯

と橋の
にを両
もか隣
どけり
するの
。よ歯

うを
な支

型え

と
り
は
ず
し
の
で
き
る
入
れ
歯
。

総
義
歯
(
総
入
れ
歯
)
と
局
部
義

歯
(
部
分
的
な
入
れ
歯
)
と
が
あ

る
。

材

料

の

種

類

《
保
険
で
使
え
る
》
ア
マ
ル
ガ
ム

、
セ
メ
ン
ト
、
レ
ジ

ン
、
複
合
レ
ジ
ン

《
自
費
診
療
の
も
の
〉
金
箔
を
希
望
す
る
と
自
費
診
療
。

《
保
険
で
使
え
る
》
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
、
銀
合
金
、

ニ
ッ
ケ
ル
ク

ロ
ム
合
金
。

《
自
費
診
療
の
も
の
》
金
合
金
、
白
金
加
金
を
希
望
す
る
と
自
費
診
療
。

た
だ
し
、
前
歯
(
上
下
ロ
本
)
の
場
合
は
差
額
診
療
。

《
保
険
で
使
え
る
V

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
、
銀
合
金
、
ニ
ッ
ケ
ル
ク

ロ
ム
合
金
。

《
自
費
診
療
の
も
の
》
金
合
金
、
白
金
加
金
を
希
望
す
る
と
自
費
診
療
。

《
保
険
で
使
え
る
〉
(
人
工
歯
)
レ
ジ
ン
歯
、
陶
歯
。
(
金
属
部
)
日

K
金

合
金
、
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
、
銀
合
金
、
ニ

ッ
ケ
ル
ク
ロ
ム
合
金
。

《
自
費
診
療
の
も
の
v
日

K
以
上
の
金
合
金
、
白
金
加
金
を
希
望
す
る

と
自
費
診
療
。
た
だ
し
、
前
歯
の
場
合
は
差
額
診
療
。

《
保
険
で
使
え
る
》

レ
ジ
ン
、
硬
質
レ
ジ
ン
。

《
自
費
診
療
の
も
の
〉
ポ

l
セ
レ
ン
(
陶
歯
)
、
メ
タ
ル
ポ
ン
ド
を
希
望

す
る
と
自
費
診
療
。

《
保
険
で
使
え
る
〉
(
人
工
歯
)
レ
ジ
ン
歯
、
陶
歯
。
(
金
属
部
)
同

K
金

合
金
(
前
歯
の
み
)
、
金
銀
パ

ラ
ジ
ウ
ム
合
金
、
銀
合
金
、

ニ
ッ
ケ
ル
ク

ロ
ム
合
金
。

《
自
費
診
療
の
も
の
〉
ダ
ミ

i
(
人
工
歯
)
が

3
本
以
上
の
場
合
は
、
全

部
が
自
費
診
療
。
金
合
金
(
前
歯
は
は

K
ま
で
保
険
)
、
白
金
加
金
、
メ

タ
ル
ボ
ン
ド
を
希
望
す
る
と
自
費
診
療
。

《
保
険
で
使
え
る
〉
(
床
)
レ
ジ
ン
。
(
人
工
歯
)
レ
ジ
ン
歯
、
陶
歯
。
(
鈎

や
パ

l
)
刊

K
ま
で
の
金
合
金
、
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
、
コ
バ
ル
ト
ク

ロ
ム
合
金
。

《
自
費
診
療
の
も
の
》
(
床
)
金
属
床
。
(
鈎
や
パ

l
)
U
K
以
上
の
金
合

金
、
白
金
加
金
な
ど
を
希
望
す
る
と
自
費
診
療
。

、、1p
，，
，

a
，
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く
ら
し
の
な
か
に
図
書
館
を
・
・
・
⑨

今
年
の
文
学
賞
受
賞
作
品
の
中
か
ら

ご
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
一
読
く
だ

さ
い
。

芥
川
賞

(
第
悦
回
)
上
半
期

米
谷
ふ
み
子
過
越
し
の
祭

直
木
賞

(
第
悦
回
)
上
半
期

林
真
理
子
最
終
便
に
間
に
合

え
ば

森
田
誠
吾
魚
河
岸
も
の
が
た

nソ

(
第
何
回
)
下
半
期

皆

川

博

子

恋

紅

江
戸
川
乱
歩
賞

(
第
詑
回
)

山

崎

洋

子

花

園

の

迷

宮

サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ス
テ
リ
ー
大
賞

(
第
4

回
)

〈大
賞
〉

黒

川

博

行

キ
ヤ
ツ
ツ
ア
イ

ろ
が
っ
た

〈読
者
賞
〉

長

尾

誠

夫

源
氏
物
語
人
殺
し

絵
巻

坪
田
譲
治
文
学
賞

(第
1
回
)

大

田

治

子

心

映

え

の

記

請
売
文
学
賞

(
第
幻
回
)

〈小
説
賞
〉

高
橋
た
か
子
怒
り
の
子

田
久
保
英
夫
海
図

〈随
筆

・
紀
行
賞
〉

佐

多

稲

子

月

の

宴

日
本
推
理
作
家
協
会
賞

(
第
ぬ
回
)

〈長
編
部
門
〉

岡
島
二
人
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ゲ

ー
ム

吉
川
英
治
文
学
賞

(
第
初
回
)

〈文
学
賞
〉

井
上
ひ
さ
し

腹
鼓
記

不
忠
臣
蔵

藤

沢

周

平

白

き

瓶

〈文
学
新
人
賞
〉

高

橋

克

彦

総

門

谷

上

下

日
本
文
学
大
賞

(
第
四
回
)

〈文
芸
部
門
〉

放
野
上
弥
生
子
森

北

杜

夫

輝

け

る

碧

き

空

の

下
で

〈学
芸
部
門
〉

角

田

忠

信

脳

の

発

見

N
H
K
取
材
班
幻
世
紀

借
り
出
し
は
、

3
冊

2
週
間
ま
で
で

無
料
で
す
。

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/

ロ
月
の
お
し
ら
せ

1
日
制
か
げ
え
あ
そ
び

4
じ
か
ら
4
じ

ωぷ
ん
ま
で

辺
日
側
ク
リ
ス
マ
ス
会

3
じ
か
ら
4
じ
初
ぷ
ん
ま
で

い
ず
れ
も
、
と
し
よ
か
ん
視
聴

覚
室
で
。

こ
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー

ー

ロ
月
の
行
事

-

O
紙
芝
居

7
日
間

2
時
1

0
ザ

・
チ
ャ
レ
ン
ジ

U
日
日

2
時
1

0
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

日
日
日

2
・待

1

;

(

i

 

※
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
に
参

加
希
望
の
方
は
、
凶
日
制
ま
で

に
、
費
用
制
円
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
尚
、
定
員

ω名
に
な
り
次
第
、
締
切
ら
せ

て
頂
き
ま
す
。

〈
毎
週
の
行
事
〉

ロ
月
初
日
出

午
後
1
時
1
4
時

会
と
ニ
ろ

魚
津
市
立
図
書
館

詠
草

1
首
ハ
ガ
キ
で

〆
切
ロ
月
げ
日
附

送
り
先

干
仰
魚
津
市
並
木
町
日
l

口

入

井

吉

雄

宛

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
と

き
年
末
年
始
の
休
館

年
末
年
始
を
左
記
の
と
お
り
休
館
い

た
し
ま
す
。

年
末
ロ
月
幻
自
由

i

年
始

1
月
4
日
制

1
月
5
日
開
か
ら
開
館
し
ま
す
。

mu
⑧
2
4
0
2
 

土金木水火 日程

パこ 伝承遊ぴ フなラぱ レわ
ンと ツと 行

ク音楽 シぴ

!クテ 事
クラ ニ
IIプス

3 4 4 4 4 時|
時時時時時
I I I I I 間 l

但
し
、
凶
日

ω
i
m日
出
は
、
ク
リ
ス

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
の
準
備
を
し
ま
す
の
で
、

行
事
は
で
き
ま
せ
ん
。

開
館
時
間

9
時
半
1
6時
ま
で

休

館

日

毎

週

月

曜

日

※
年
末
年
始
は
、
ロ
/
お
側
1
1
/
4

m

ま
で
休
館
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

(12) 

ネ雀

週

(
ロ
月

4
日

i
m
日
)

@
強
調
事
項

O
い
じ
め
、
体
罰
の
根
を
絶
と
う

0
部
落
差
別
意
識
を
な
く
そ
う

O
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を

実
現
し
よ
う

O
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

み
な
さ
ん
が
毎
日
の
生
活
の
中

で
、
因
っ
た
こ
と
や
、
悩
み
ご
と

の
あ
る
場
合
は
何
ん
で
も
、
ど
ん

な
こ
と
で
も
ご
遠
慮
な
く
、
地
元

人
権
擁
護
委
員
又
は
、
富
山
地
方

法
務
局
魚
津
支
局
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

。
富
山
地
方
法
務
局
魚
津
支
局

合
②
1
3
5
9

魚
津
市
人
権
擁
護
委
員

0
高
瀬
忠
二
本
江
三
五
九

合
②
0
3
4
4

上
村
木
千一
七
l==

宮
②
2
8
8
5

新
金
屋
町
ア
千
一
天

台
②
0
2
5
2

新
角
川
千
七l
七

告
②
4
5
9
5

O
畑
山
道
堅

O
大
森
俊
夫

O
奥
村
信
子

人
権
相
談
所
開
設

ロ
月
ロ
日
幽
問
時
1
舗

魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ
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み
ん
砲
の
ま
.
漏

E
V

冬

に

鍛

え

る

寒
い
冬
に
こ
そ
、
お
も
い
っ
き
り
ス

ポ
ー
ツ
で
身
体
を
鍛
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

体
育
協
会
及
び
教
育
委
員
会
で
は
、

多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
ま
す
。

健
康
の
維
持
増
進
と
体
力
の
向
上
に

役
立
て
る
た
め
、
多
く
の
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

V
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

大会ンパンミドト体韓合育館

会市 ン市

技会韓会キスl体市民育大
競技会体県ス 大会サンツ魚市津

会ユ市第

手権大会球i市民卓墨

テmykt第 大

球大民卓

ト民 テフ 2 イ 7
ンパ

大ニス シレツ 魚津回 パフ新年回
tZ』ス. 

大iコ?tご一ド二
キ カサ jレエ

名
lロ ス

(日)3 (日)3 (日)2 (日)2 I 1 (日)1 (日)1 (日) 1 
AM月 AM月 AM月 AM月 26月 AM月 AM月 AM月 と

9 22 9 15 9 15 8 1 日25 9 25 9 18 9 11 き
時日 時:日 日寺田 時 B 日 時日 時日 時日

般全市民 以上学中 般全市民 民県 般全市民 一 般全市民 対象
市交 南安 商交

館 総体育A ロ
場l; 大谷

キ芦

館総体A 育ロ 館韓体育合 プル|室温内
と

場l寺d焼
ス
キ ス 水 ろ

昭
和
白
年
1
月
日
日
日

午
前
9
時
開
始

総
合
体
育
館
(
大
体
育
室
)

⑨
一
般
男
子

・
女
子

シ
ン
グ
ル
ス

⑨
一
般
男
子

・
女
子

ダ
ブ
ル
ス

⑨
男
子
フ
ォ

l
テ
ィ

⑨
レ
デ
ィ
ス
(
婦
人
)

マ
参
加
対
象
市
内
在
住
者
ま
た
は
勤

務
す
る
者
。

マ
申
し
込
み
大
会
当
日
会
場
に
て
午

前
8
時
却
分
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。

一
総

合

体

育

館

年

末

・

な
お
、
温
水
プ
|
ル
は
、
水
温
加
…

熱
の
た
め
、
年
始
は
1
月
7
日
附
か
川

叩
年
始
の
休
館
に
つ
い
て

〉
1
:
:
(「

β
-F
国
立
山
川
し
み
ム

I
L
4
3
1τ

年
末

・
年
始
は
次
の
よ
う
に
特
リ

一
休
館
し
ま
す
。

B

学
校
体
育
施
設
開
放
の
休
止

…

い

⑨

特

別

休

館

日

ロ

月

却

日

間

か

ら

年

末

・
年
始
の
学
校
体
育
施
設
の
い

1
月
5
日
間
ま
で
開
放
を
次
の
期
間
休
止
し
ま
す
。

た
だ
し
、
ロ
月
お
日
日
は
、
午
後
昭
和
日
年
ロ
月
幻
日
出
i

川

5
時

で

閉

館

に

な

り

ま

す

。

昭

和

臼

年

1
月

ち

日

開

山

V
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室

| 市民 室 ・ミ市民 教
卓ン

教室ス
球教 トパ

室

キ ンド 名

に剰詳H 
。。。

品L泊2 1 2 月1ルス7二70 A 
11 3 18 2 21 1 

flla it に I 3 D 2 C 1 B 
日月日月日月 期

8月コ 月コ 月コ 10クーコ 4 254 2814 問
しつ 日 6 I 15 I 25 I 日|ア| 日日日日日
まい (日)日ス 日ス 日ス 仕jルポス

一以ヒ 般一 対象す。はて 働 (円) (日) 日 I~I

1 

場キl志高原口
I /てシ 場大谷 1パシ

総体育館A 
号広報月

士揚レ l 場yレ|
|サ ス |サ
スイ キ スイ ろ l

ス キド キド

第
お
回
魚
津
市

車
球
選
手
権
大
会

マ
と

き

マ
と
こ
ろ

マ

種

目

第
げ
回
富
山
県

青
年
海
外
派
遣
及
び

第
7
回
富
山
県
婦
人

海
外
派
遣
団
員
募
集

県
で
は
、
青
年

・
婦
人
を
海

外

に

約

六

十

名

(う

派
遣
し
、
国
際
的
視
野
を
広
め
、
研
ち
身
体
障
害
者

修
及
び
規
律
あ
る
団
体
生
活
に
よ
っ
三
名
程
度
)

て
、
活
力
あ
る
郷
土
を
担
う
中
堅
青

|

|
魚
津
は
男

年

・
婦
人
指
導
者
を
育
成
す
る
こ
と
女
は
各
二
名
程

を
目
的
と
し
て
青
年

・
婦

人

海

外

派

度

遣
団
員
を
募
集
し
ま
す
。
ふ

る

っ

て

年

齢

初

歳

以

応
募
く
だ
さ
い
。

上
初
歳
未
満

〔
募
集
要
項
〕

O
青
年
農
業
部
門

。
派
遣
団

約
十
五
名
(
う

0
青
年
一
般
部
門
(
ハ
ン
ガ
リ
ー
-

ち
農
業
高
校
生

ス

イ

ス

)

短

期

大

学

生

三

0
青
年
農
業
部
門
(
オ
ラ
ン
ダ
・

名
程
度
)

ス

イ

ス

)

年

齢

初

歳

以

上

お

歳

未

満

の

O
婦
人
(
ス
イ
ス
・
ス

ウ

ェ

ー

デ

ン

)

男

子

@
派
遣
期
間

O
婦
人

昭
和
臼
年
5
月
初
日
附
1
6
月
1

約
二
十
九
名
|
|
魚
津
は
一
名

日
開
の
日
日
問

。
募
集
期
限

@
団
員
負
担
金
約
二
十
万
円

昭
和
白
年
ロ
月
お
日
ま
で

(
以
上
青
年
、
婦
人
と
も
)

。
申
し
込
み
先

。
募
集
人
員
及
び
資
格

魚
津
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

0
青
年
一
般
部
門

包
②
2
2
0
0
附
内
線
抑
制

ユ
ニ
ー
ク
・
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
の
開
催

ロ
月
7
日
目
、
午
後
2
時
よ
り
平
安

閣
に
お
い
て
、
恒
例
の
ユ
ニ
ー
ク

・
ダ

ン
ス
パ
ー
テ
ィ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

心
身
障
害
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及
び

一
般
の
方
々
が
相
互
理
解
と
親
睦
を
深

め
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
す
ご
す
た
め

に
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

マ
パ
ー
テ
ィ
券
一
枚
に
つ
き
一

0
0
0円

マ
問
い
合
わ
せ
先
魚
津
市
文
化
町
1

lU

川
上
勇
夫

宮
②
2
4
9
4

(13) 
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だより(12月〉 問い合わせは、魚津市健康センター ft24-3999 

l道
13 19 

※診療時間は、いずれも午 1511 
前9時から午後5時まで。15 12 

内 f円hヨ・ 対 象 と き と ー ろ 備 考ー
母 親 学 級 妊婦とその家族 12月 5日働 9: 30-16: 00 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーー→ 畳食をご持参ください。

母乳育児相談 乳児とその家族 12月5日働 13:00-14:00 
魚津市健康

4か月児健診 4か月児
12月11日(柑 13 :00-13: 30 

センター
12月25日(柑 13 :00-13: 30 

8か月児健診 8か月児 12月10日(別 13:00-14:00 ーー・ーー・・・・・ー・・ーーーーーーーーーー一一歩
ツベルクリ ン反応検1f.
を併せて行います。

離乳食講習会 8か月児 12月12日幽 13 :00-15 :00 麻しん(はしか)の岐

1歳6か月児健診 60年 5月生まれの幼児 12月16日(火) 13:00-14:00 
「→ 種券を発行します。ー----ー・・---------______1

股関節脱臼検診 3か月児 12月4日(柑 13 :00-13: 30 

58.11.16-58.11.30生まれの幼児 12月3日v対 13 :00-14:00 魚津保健所
3歳児健診 58.12.1-58.12.お生まれの幼児 12月17日(7付 13 :00-14: 00 ーーーーーーーーーーーーーーーー・ーー・ーー・一一歩尿の検査があります。

58.12.16-58.12.31生まれの幼児 S62.l月7日制 13:00-14:00 

歯 の 相 談 乳幼児と妊婦 12月26日働 9:00-12:00 

機〈リハビ能リテー訓ション練〉 脳卒中後遺症のある人
12月 4日t対 10 : 00 -15 : 00 魚津市健康

⑥訓練は10: 00 -12 : 00 
12月18日(柑 10 : 00 -15 : 00 センター

健 康 相 談 一般市民
12月18日〈対 13 :00-15 :00 魚津市健康センター 18日の・診み察、血圧測定・心電図
12月 9日(火) 10 : 00 -11 : 30 百 楽 荘 検尿 が受けられます。

毎週月・木曜日 10 : 00 -11 : 30 本江公民館
毎週月・木曜日 9:30-11:00 経団公民館 @体操の出来る服装で

健 康 体 操 毎週火曜日 10 : 00 -11 : 30 村木公民館
おいでください。

と 一般市民 毎週水曜日 10 : 00 -11 : 30 魚津市健康センター →男し、性。も参加してくださ

健 康 相 塁員火失
毎週月曜日 10 : 00 -11 : 30 道下公民館

@日をきめて健康相談
毎週火H程日 10 : 00 -11 : 30 西布施公民館 も実施しています。
毎週木曜日 10 : 00 -11 : 30 大町公民館

ツベルタリン反応 8か月児 12月10日(水) 13: 30-14:00 魚津市健康

B.C.G予防接種 8か月児 12月12日働 13 :00-14: 00 センター

胃がん検診 一般市民 毎週水曜日 9:00-12:00 黒部保健所 料πセ丈ごZ金昔ンき呑uてタ{、宇76.あー09へ品証ら予以目カ上下約じめし7揖0食て生0届告円〈賢

心の健康相談 一般市民 12月16日(刈 13: 30-15 :00 魚津保健所 老人ボケの相談も受けます。

12月 1日(月) 13: 30 -15: 30 経団公民館
12月2日(刈 13: 30 -15: 30 天神公民館
12月3日t対 13: 30 -15: 30 道下公民館
12月4日(柑 13: 30-15 :30 加柏公民館
12月5日幽 13: 30-15: 30 本江会館
12月8日(月) 13: 30 -15 : 30 本江公民館 血圧相談・栄養相談・

地区の健康相談 一般市民 12月9日(刈 13: 30 -15: 30 魚津市健康センター 看護用品の展示 ・映画
12月9日(刈 13: 30-15 :30 蛇回公民館 「やさしさ」など。
12月12日働 9:30-11 :00 片貝公民館
12月15日開) 13: 30-15: 30 石垣新公民館
12月15日L月) 13:30-15: 30 生活改善センター
12月17日t刑 13:30-15: 30 村木公民館
12月22日明) 13: 30 -15 : 30 大町公民館

栄養指導車巡回
12月8日(月) 10 : 30 -15 : 00 大町公民館

一般市民 12月 9日(刈 10: 30-12 :00 木下新公民館
〈キッチンカー〉 12月9日(火) 13: 30-15 :00 石垣新公民館

、、t
，，，
，

a
a
v
 

品
川

uv



昭和61年12月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

内 宮円』司「 対 象 と き と ー ろ 備 考ー
⑥ 3歳-5歳児で施設 13: 30-14: 00 

-体温は自宅で計っ
等へ入っていない幼 第1回接種 第2回接種

てきてく t:さい。
予

児。
11 1ず

12月5日倒 道下小学校
-母子健康手帳 ・印

⑥15歳以上・高校・一般。

第月に 接種囲 み
12月9日(刈 大町小学校

(なお、この注射は 1 12月11日附 吉島小学校
かんを持参く ださ

防 インフJレ
-4週間の間隔で 2回

12月12日幽 村木小学校
L、。

接種。それぞれ該当地

エンザ
区の小学校で受けてく ※接種できない禁忌事項

接 ださい) @ 発熱、または心臓、じん臓、肝臓疾患などのために治療している者。

-接種料金 @ 鶏卵、鶏肉をたべて発しんがでたり、下痢をしたことのある者。

種
⑥ 3歳-15歳未満児無 @ 接種前1年以内に、けいれんの症状を起こしたことのある者。

料。 @ 過去において、この予防接種により副反応を起こしたことのある者。

⑥15歳以上・高校・一般 @ その他、接種を行うことが不適当と認められた者は接種できませんので、
は、 1回につき400円。 ご注意ください。

年
末
年
始
の
聞
の
ゴ
ミ
、
し
尿
等
の
収
集
計
画
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
明
る
い
新
春
を
迎
え
る
た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

~1月3日(土)の収集地区は5日(月)に収集します~

年
末
年
始
の
コ
ミ
収
集
日

-
年
末
は
、
ロ
月
初
日
ま
で
収
集
し
ま
す
。

た
だ
し
、
正
午
ま
で
に
焼
却
場
へ
搬

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

時

間
厳
守
に
て
、

午
前
8
時
ま
で
に
集
積

場
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ロ
月
白
日
附
か
ら
1
月
4
日
制
ま
で

は
、
ゴ
ミ
の
収
集
は
い
た
し
ま
せ
ん

か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

-
年
始
は
、
1
月
5
日
開
か
ら
収
集
し

ま
す
。
こ
の
日
に

1
月

3
日
出
の
収

集
地
区
も
繰
り
下
げ
て
収
集
し
ま
す
0

・
年
末
の
一
般
ゴ
ミ
(
可
燃
物
)
の
持

ち
込
み
(
有
料
)

西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
ご
み
焼
却
場
)

で
は
、
ロ
月
初
日

ωの
正
午
ま
で
一
般

ゴ
ミ
の
持
ち
込
み
を
受
付
け
し
ま
す
。

ま
た
、
下
椿
最
終
処
分
場
へ
の
一
般
廃

棄
物
(
不
燃
物
)
の
持
ち
込
み
も
、
ロ
月

初
日

ωの
E
午

ま
で
受
付
け
い

た
し
ま
す
が
、

搬
入
許
可
書
が

必
要
で
す
。
許

可
書
は
生
活
環

境
課
に
て
発
行

し
ま
丈
(
持
ち

込
み
料
不
要
)

・
お
願
い

年
末
は
と
か

く
多
白
亘
の
ゴ
ミ

が
排
出
さ
れ
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て

決
め
ら
れ
た
日
に
、
決
め
ら
れ
た
時
間

ま
で
に
ゴ
ミ
集
積
場
へ
お
出
し
く
だ
さ

い。

他
地
区
へ
の
持
ち
込
み
は
厳
重
に

お
慎
し
み
く
だ
さ
い
。

し
尿
の
く
み
取
り
計
画

中
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
し
尿
処
理
場
)

で
は
、

ロ
月
羽
田
捌
か
ら

1
月

5
日
側

ま
で
整
備
を
か
ね
て
運
転
休
止
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
帰
魚
津
環
境
衛
生
の

し
尿
く
み
取
り
も
休
み
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
0

・
申
し
込
み
は
、
お
は
や
め
に

年
末
は
、
と
く
に
し
尿
く
み
取
り
の

希
望
者
が
多
い
た
め
、
計
画
処
理
を
い

た
し
ま
す
の
で
、

申
し
込
み
は
で
き
る

だ
け
早
目
に
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

便
槽
に
余
裕
の
あ
る
世
帯
は
、
1
月
に

入
っ
て
か
ら
収
集
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
ご

ね
ず
み
の

駆
除
に
つ

い
て
j

み
な
さ

ん
に
お
ね

が
い
j

こ
と
し
も
県
下
い
っ
せ
い
に
ロ
月

1
日
か
ら
ロ
月
お
日
ま
で
第
1
期
ね

了
承
く
だ
さ
い
0

・
し
尿
の
申
し
込
み
は

制
魚
津
環
境
衛
生

色

@
3
3
3
1
へ
ど
う
ぞ
。

冬
期
間
の
ゴ
ミ
の
収
集

に
つ
い
て
ζ
協
力
く
だ

さ
い
(
お
願
い
)

冬
期
間
に
お
け
る
ゴ
ミ
、
し
尿
等
の

収
集
業
務
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
次
の

こ
と
に
つ
い
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

-
ゴ
ミ
は
、
収
集
日
の
午
前
8
時
(
時

間
厳
守
)
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

雪
に
よ
る
う
ず
も
れ
防
止
の
た
め
に

も
前
日
に
出
さ
ぬ
よ
う
、
特
に
お
願

い
し
ま
す
0

・
ゴ
ミ
は
、
雪
や
雨
が
入
ら
ぬ
よ
う
、

ゴ
ミ
袋
ま
た
は
容
器
に
入
れ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の
使

用
は
お
慎
し
み
く
だ
さ
い
。

-
収
集
車
の
運
行
に
支
障
の
な
い
よ
う

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
周
辺
や
、
し

尿
く
み
取
り
口
の
除
雪
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

ず
み
駆
除
運
動
、
臼
年
3
月
1
日
1

3
月
白
日
ま
で
第

2
期
ね
ず
み
駆
除

運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

ね
ず
み
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
外

敵
で
す
。
と
く
に
冬
期
に
な
り
ま
す

と
、
屋
内
や
私
た
ち
の
近
く
に
住
み

つ
き
、
不
測
の
災
害
を
起
こ
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ね
ず
み
を
私
た

ち
の
周
辺
か
ら
一
掃
し
ま
し
ょ
う
。

。。
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ー

ー

ロ
月
お
固
ま
で

|

|

農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
を
所
有
し

て
い
る
方
で
、
転
用
等
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
転
用
申
請
の
前
に
農
用
地
区

域
か
ら
の
除
外
の
認
可
が
必
要
で
す
。

申
請
に
つ
い
て
は
次
の
点
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

①
農
地
転
用
許
可
基
準
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
。
(
優
良
農
地
は
不
可
)

②
変
更
後
の
農
用
地
区
域
の
集
団
性

が
保
た
れ
る
こ
と
。
(
田
ん
ぼ
の
真
中

は
不
可
)

③

土

地
改
良
事
業
等
に
よ
っ
て
土
地

基
盤
整
備
を
実
施
中
の
土
地
及
び
事

業
が
完
了
し
て

8
年
を
経
過
し
て
い

な
い
土
地
で
な
い
こ
と
。

。
高
圧
電
気
工
事

(
電
気
理
論

・
電
気
設
備
及
び
法

市
民
課
か
ら
年
末
・

年
始
の
窓
口
事
務
に

つ
い
て
お
知
ら
せ

市
役
所
の
一
般
事
務
は
お
日
か
ら

休
み
と
な
り
ま
す
。
市
民
課
の
窓
口

事
務
は
幻
日
(
土
曜
日
)
で
す
が
午
後

5
時
ま
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
戸
籍
届
書
等
に
つ
い
て
は
、

お
日
か
ら
正
月

4
日
ま
で
は
宿
直
室

で
取
り
扱
い
ま
す
の

番整理号 募集職種 年齢 性別 賃 金 地区 人員 資そ格の経他験

1 セ製造ラオミペyレ7ー法タ板ー 18-40 男 10-14.5ヲ同ヲ 横 枕 2 高卒以上

2 営配業及達び 25-30 男 15-19 三ケ 1 高普卒以免上

3 7巡イク転ロパ手ス 20-45 男 15-20 六郎丸 1 大経呼験13者年以上

4 金属加l工工 18-50 男 14-18 住吉 2 不問

5 旋盤工 30-50 男 12.7-20.2 ニケ 1 経験者

6 運内職転担手り 18-40 女 9.15-12.5 六郎丸 1 高瞥卒程免度

7 機械工 18-50 女 9.75-12 ニケ 3 経験者優遇

8 プ製ラ造ス検チ査y工7 18-35 女 9.5-11 三 回 2 不問

9 食品製造員 30-45 女 9.5-10 三ケ 3 普歓迎免!取得者

10 加アル工ミ、網組戸立 20-50 女 10 住吉 l 不問

く求人情報〉早急に人を求めています.グ
規
)

日

時

ロ

月

9
日

ωー
ロ
日
幽

8
寺
1
1
寺

句

E
A
n
H
U
F
n
J'】

n
n
H

教

材

料

二

0
0
0円

。
建
築
規
矩
術

(
技
能
検
定
予
備
講
習
)

日
時

1
月
口
日
出

1
日
日
制

9
時

1
日
時

教

材

料

二

0
0
0円

※
お
問
合
せ
及
び
受
講
申
込
み
は
黒
部

高
等
技
能
学
校
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

宮

@
0
2
5
1

O
期
間

O
場
所

ロ
月

9
日
ω
i
U
日
幽

魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

く求職情報〉

整番理号 希望職種 年{紛 性別 希賃望金 経験等 学歴 資 格

l 調理師 29 男 2万0円 調理 1年 高卒 調理師

2 フライス工 22 男 13 フライス加工2年 " 普免
3 総務事務員 53 男 20 総管務理経理16年 大卒 普免

4 j容接工補助 46 男 18 発電所補27修年 高卒 1危tt検険端物乙、也領会i、1普JI~免士

5 看護士見習 21 男 10 工員 1年 短大卒 電普気工免事士

6 事務員 28 女 9 営業係10年 高卒 普免

7 清掃員 54 女 8 帰除、肌洗2年い 高小卒

8 雑務員 51 女 10 溶接外19年 中卒 普アーク免溶接

9 雑務員 50 女 9 調理 18年 中卒 調理士

10 酉底己 i肇 貝貝 26 女 9 事務 l年 高卒 普免

緊急に職を探していますグ

宮
⑧
9
5
7
9

※
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
同
セ

ン
タ
ー
ま
で
。

日
頃
、
心
身
障
害
者
の
介
護
を
し
て

い
る
家
族
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
、
次

の
と
お
り
家
族
慰
安
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
、
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

マ
日
時
ロ
月
比
日
間
午
前
日
時
i

マ
場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
百
楽
荘
」

マ
対
象
者
心
身
障
害
者
及
び
そ
の
家

族
の
方
々

一
人
当
り
二
百
円

マ
ム
広

費

⑧
⑥
⑤
⑫
 

マ
受
付
期
間
ロ
月
5
日
i
ロ
月
お
日

マ
提
出

先

市

農

政

課

マ
添
付
書
類

ω申
請
地
の
土
地
登
記
簿
謄
本

ω申
請
地
の
付
近
見
取
図

ω建
物
等
の
配
置
計
画
図

ω申
請
地
の
公
図

同
土
地
改
良
区
の
同
意
書

ω農
家
、
分
家
住
宅
は
、
所
有
農
地

一
覧
図

農
地
転
用
の
許
可
が
あ
る
ま
で
、
農

地
の
改
廃
は
行
な
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

申
請
さ
れ
る
と
き
は
、
事
前
に
市
農

政
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
②
2
2
0
0

内
線
2
8
3

マ
問
い
合
わ
せ
先
魚
津
市
釈
迦
堂
制

l
U

大
野
一
男

E
@
2
6
5
8
 

A-ゆず
り
ま
す

マ
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
マ
和
文
タ
イ
プ
ラ
イ

タ
ー
マ
机

・
椅
子
(
小
学
5
・
6
年
生

以
上
)
マ
滑
り
台
、
鉄
棒
マ
ス
ノ

l
タ

イ
ヤ
(
ホ
イ
ル
付
)
マ
ミ
シ
ン
マ
エ
レ

キ
ギ
タ
ー

-
も
と
め
ま
す

マ
ベ
ビ
ー
カ
ー
マ
マ
ッ
ト
レ
ス
マ
ス
キ

ー
板

(mm位
)
マ
エ
レ
キ
ギ
タ
ー

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
市
総

務
課
、
行
政
係
へ

宮
②
2
2
0
0
(
内
線
問
) ※くわしいことは、魚津公共職業安定所

〈宮 24-0365>へお問い合わせください。

。。
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⑥
業
務
休
止
期
間

年
末

・
年
始
に
お
け
る
運
転
免
許
の

更
新
業
務
、
試
験
業
務
に
つ
い
て
は
、

昭
和
日
年
ロ
月

m日
開
か
ら
昭
和
臼
年

1
月
3
日
出
ま
で
業
務
を
休
み
ま
す
。

な
お
、
昭
和
日
年
ロ
月
お
日
と
昭
和

臼
年
1
月
4
日
の
両
日
曜
日
に
つ
い
て

は
、
通
常
ど
お
り
免
許
更
新
業
務
の
み

実
施
し
ま
す
。

業
務
休
止
期
間
中
に
免
許
証
の
有
効

期
間
が
経
過
す
る
方
に
対
し
て
は
、
ロ

月
お
日
制
ま
で
の
問
に
更
新
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

魚3孝命Q'~然 魚族紹介 (120)

な
お
、
ロ
月
お
日
ま
で
に
更
新
を
受

け
な
か
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、

1
月
4

日
同
に
更
新
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
.

1
月
4
日
は
、
例
年
更
霊
祭
多
く
、

し
か
も
今
回
は
日
曜
日
に
あ
た
り
、
混

雑
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
な
る
べ
く
こ

の
日
を
避
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

富
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

〈
ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ζ
ざ
い
ま
し
た

…

川

V
魚
津
市
社
会
福
祉
基
金
と
し
て

魚
津
市
上
村
木
一
l

三
l

一二

二
十
万
円川

田

善

一

氏

…

本州中部以南の暖かい酒の砂地にすみ、体は細長く

尾びれガない。サンゴ礁にすむ猛毒をもつは虫類のウ

ミヘピとは異なり、れっきとしだ魚類でウナギや戸ナ

ゴの仲間である。かだくてとガつだ肉質の尾を海底に

つき込み、尾の万からなめらかに砂の中にもぐるガ、

夜行J性で夜になると姿を現わし、小魚や刀二などをお

そって食べるo 捕えられると体をくねらせあばれまわ

り、毒はないガ歯ガ鋭く、かまれると大きな傷をうけ

ることガある。食用にされていない。

市
内
の
中
小
商
業
者
は
、
商
庖
街
の

活
性
化
を
図
る
た
め
魚
津
市
商
業
協
同

組
合
を
設
立
し
、
「
共
通
商
品
券
」
の
発

売
を
こ
の
日
月
1
日
か
ら
始
め
ま
し
た
。

こ
の
商
品
券
は
1
枚
刷
円
で
、
組
合
加

盟
の
市
内
各
庖
で
利
用
で
き
ま
す
。
商

品
券
は
、
市
内
4
か
所
で
発
売
し
て
い

ま
す
。お
問
い
合
わ
せ
は
、
魚
津
商
工
会
議

所
へ

宮
②

1
2
0
0

昭和61年度

固定資産税

第3期の

納期限は

12月25日です。

納税刻イド日
月
1
日
か
ら
富
山
県
最
低
賃
金
が

次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

日

額

3
、
4
9
7円

時
間
額

4
3
8円

産
業
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
よ
り
高
い

産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
魚
津
労
働
基
準

監
督
署
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

包
②

0
5
7
9

企延長;...，.;当主旨当溢誠治手 g::、ぷ;一;;;;，......;必孟!iD¥{
ぷ J官 、~門事;;;asl.車晶信遍同島市匝 '角， 君、静写、由回P・『鴎摂軍長場活ね:弓O.間習志 融 安
島津武男六郎丸 50，000円

大崎一夫北鬼江 30，000円

匿名 620円

森 宏之上口一丁目 30，000円

魚津銀金塗装整備工場 5，000円

石坂久道大光寺 50，000円

楠川信治古島 30，000円

側北陸プラントト建設谷口貞夫 10，000円

沢田哲夫横枕 10，000円

竹島ハルエ 本町一丁目 5，000円

竹内義雄新金屋一丁目 30，000円

石坂敏朗住吉 30，000円

有沢武雄本町二丁目 30，000円

寺田弥一郎上口二丁目 50，000円

谷沢 章新角川一丁目 30，000円

魚津市農協婦人部 10，000円

友田道治新角川二丁目 10，000円

※受付の順番で掲載していますが、紙面

の都合で一部次の号以降になります。

実
施
地
域
:
:
:
魚
津
地
区
(
諏
訪
町
・

並
木
町
・
鴨
川
・
金
浦
町
・
新
角
川
一

二
丁
目
)。
点
検
に
は
県
L
P
G協
会
魚

津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員
が

伺
い
ま
す
。

告
@
5
3
4
0

…

・

街

頭

献

血

に

…

…

ζ
協
力
を

…

…
日
時
ロ
月
初
日
出

…

…

午

前

日

時

i
午
後
3
時
半
…

…

場

所

魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ
前

…

ロ
月市
民
会
館
大
ホ

l
ル
催
物

サマ ー、 と例a金団q 場第 お りん H 映 の合歳末 f佳
lスク や 。 がま 供子会画 集い
トコリもし 50こ

い 言民岳 助
物

』ン スび 回慮リ つま け- 名

I PM 20 I AM 14 I PM 7 と
6 日 10 日 1 日
時仕) 時(日) 時(臼) き

命d貝コ合=1、j 
も供子大入 未整 入

700 入場券
定理券 場料

円と ・

ゃう
社映画 新潟 全 郭魚樟声 議全 福協会祉 杜魚津市

王
こお

イ佳
劇場 づお 教育 者

、1
l
，F『，t

a--EE

・

''1
1

、
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V老いを装う
魚津保健所主催の「老いを装う」をテーマにした講演

会と老人の衣類ショーが、 11月17日平安閣で聞かれた。

衣類研究家の後藤郁子さんが「すこやかに老いる」と題

して講演した後、お年寄りのためのパジャマや下着な

どのファ ッションショーが行われ、集まった約200人の

人達は老後のおしゃれを熱心に見入っていた。

第

n回
魚
津
市
農
業
祭
が
日
月
2
日

制

1
3
日
制
ま
で
、
市
農
協
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
農
林
産
物
品
評
会
の

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

@
穀
類
、
そ
の
他
の
部

優

等

米

下

野

方

川

原

田

八

郎

。
そ
さ
い
の
部

優
等
は
く
さ
い
上
野
方
長
勢
義
雄

色

11月16日勤労青少年ホームで、ホーム祭が聞か

れた。午前10時、会場前でもちつきをして開幕。

館内では、模擬庖や喫茶庖、生け花や編み物など

の作品展示が行われた。又、午後からは、軽音楽

のバンド演湊、着物着付、リズム

ーー体操など各サークルが成

"'"果を発表し 、訪れた見学

者で終日にぎわった。

砂
魚
津
駅
に

特
急
「
白
鳥
」
停
車

国
鉄
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
り
、
日
月

1
日
か
ら
魚
津
駅
に
特
急

「
白
鳥
」
が

停
車
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

日
時
日
分
大
阪
行
上
り
列
車
の
運
転
士

車
掌
に
花
束
の
贈
呈
、
く
す
玉
を
割
り

停
車
を
祝
っ
た
。

津

市

業

安当t
刀"

盛白

居吏‘ 
。
果
実
の
部

優

等

り

ん

ご

@
林
産
物
の
部

優
等
生
し
い
た
け
下
中
島

高
慶
平
一

O
葉
た
ば
こ
の
部

優

等

上

野

方

大

沢

忠

一

@
生
活
改
善
の
部

優

等

通

学

弁

当

下

中
島

飛
世
静
子

。
秋
冬
は
く
さ
い
ほ
場
品
評
会
の
部

優

等

上

中

島

石

倉

隆

幸

。
飼
料
作
物
ほ
場
品
評
会
の
部

優

等

西

布

施

大

沢

準

太

郎

加
積

畠
山

正

今
年
も
い
つ
の
ま
に
か
師

走
に
な
っ
た
。
師
走
は
あ
わ

た
だ
し
い
が
、
初
冬
の
自
然

は
美
し
い
。
畑
の
物
は
ち
ぢ

こ
ま
っ
て
霜
に
堪
え
て
い
る
。

落
葉
し
た
疎
林
を
透
し
て
、

見
な
れ
ぬ
風
物
が
目
近
に
迫
っ
て
く
る
。

日
本
列
島
は
小
さ
い
く
せ
に
、
緯
度

だ
け
は
南
北
に
長
く
拡
が
っ
て
い
る
。

暑
さ
寒
さ
も
北
と
南
と
で
は
大
き
な
隔

り
が
あ
る
。
季
節
の
移
り
変
り
も
す
こ

ぶ
る
微
妙
で
日
本
み
た
い
に
衣
替
え
の

デ
リ
ケ
ー
ト
な
国
は
珍
し
い
。

英
国
な
ど
は
一
年
中
だ
い
た
い
閉
じ

厚
さ
の
服
で
ま
に
合
わ
せ
て
い
る
と
云

う
。
俳
句
の
よ
う
な
季
を
詠
む
自
然
鑑

賞
の
詩
が
日
本
に
生
れ
た
の
も
、

一
つ

の
理
由
が
そ
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
乾

期
と
雨
期
し
か
な
い
南
方
で
は
俳
句
を

作
ろ
う
と
し
て
も
、
季
節
感
の
捕
え
ど

こ
ろ
が
な
い
の
だ
ろ
う
。

日
本
人
に
そ
れ
ほ
ど
自
然
に
思
い
を

潜
め
季
節
に
敏
感
な
心
が
あ
る
な
ら
、

も
っ
と
自
然
を
大
事
に
し
そ
う
な
も
の

だ
が
、
い
ま
だ
に
自
然
は
荒
れ
る
に
任

せ
る
と
い
う
よ
り
荒
し
放
題
と
い
っ
た

傾
向
が
み
ら
れ
る
の
は
残
念
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
初
冬
の
空
は
身
の
し

ま
る
ほ
ど
美
し
く
清
潔
だ
。
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印刷/魚津印刷株式会社

E翠圏圏E圃
(10月末現在)

人(前月対比)

人口(男)23，972 (+ 4) 

(女)26，005 (+ 14) 
計 49，977(+18) 

世帯数 13，627世帯

市の面積 200. 75~ 

海岸線 7.9km 

編集/企画広報室


